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新 潟 県　見 附 市

業 務 名

工 事 名

1:100駅前広場 ヒートパイプ設置計画平面図

見附市本所2丁目

見附駅周辺整備
（地中熱融雪施設新設その2）

1 2

S=1:100駅前広場 ヒートパイプ設置計画平面図

ヒートパイプユニット配置概要図

注記

　

　

　　1. 必要に応じて、コンクリート目地を設置する。（別途工事）

4
4
ユ

ニ
ッ

ト

ヒートパイプ工　A=52.0m2

凡 例

ヒートパイプタイプ

ヒートパイプ本数



地内

工事

工事箇所

図面番号 全枚数

縮
尺

設
計

測
量

謄
写

新 潟 県　見 附 市

業 務 名

工 事 名

1:20

注記

　　1. ヒートパイプ挿入後、地中熱交換井にけい砂を充填する。

　　2. コルゲート型ヒートパイプの据付勾配は、舗装勾配(1.0%以上)とする。

　　3. 地質は、実際の地質により変更するものとする。

数　量　表

断 面 図

 0.0m ～  6.5m

 6.5m ～ 13.0m

13.0m ～ 20.5m

粘土

細砂

粘土

(深度) (地質)

推定地質

100

20

5
5

シース

溶接金網 D6×150×150

余
長

 
5
0
0

φ146

ボトム

けい砂充填

1
0
0

地中熱交換井
ケーシング管 SGP100A

放熱用コルゲート型ヒートパイプPEシース(SUS304)
φ28.5mm×3本

[採熱部]

バー型スペーサーPL付(全防錆)
H=70mm,L=900,P=500

S=1:10

（全防錆）
バー型スペーサーPL付参考図

側面図 断面図

普通鉄線φ6.8

30 30210210210210

900

PEシース被覆

0
.
7

2525252525

7
0

7
0

普通鉄線φ5.5

0
.
7

コルゲート型ヒートパイプ姿図
（タイプ①）

※放熱用コルゲート型ヒートパイプの放熱部は施工時、簡易ベンダー等を

　使用し配管する。
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熱
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0
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放
熱
部

　
3
.
1
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L
=
2
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.
1
m

S=1:20駅前広場 ヒートパイプ据付標準図

駅前広場 ヒートパイプ据付標準図

参考削孔径

放熱用コルゲート型ヒートパイプPEシース(SUS304)
φ26.5mm×3本（溶接金網接触部には防食テープを巻く）

[放熱部]

1
8
0
0

ヒ
ー
ト

パ
イ

プ
設

置
間

隔

2
0
0
0

[放熱部]

100

1
0
0

1
0
0

20

平 面 図
（ロータリー外周歩道部）

 バー型スペーサーPL付(全防錆)
H=70mm,L=900,P=500

 放熱用コルゲート型ヒートパイプPEシース(SUS304)
φ26.5mm×3本（溶接金網接触部には防食テープを巻く）

地中熱交換井
ケーシング管 SGP100A

シース

5
5
0

5
5
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9
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地
中

熱
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換
井

間
隔

1
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0

1
5
0

5
@
3
0
0
=
1
5
0
0

※ヒートパイプ全長の(　)内は、シース部延長

融雪幅員 地中熱交換井(SGP100A) コルゲート型ヒートパイプ(井戸1本当たり) ヒートパイプ全数 備　考

(m) 深度(m) 本数(本) タイプ 本数(本) 放熱部延長(m) 採熱部延長(m) 全長(m) (本)  

3.0 20.5 12 ① 3 3.1 20.0 23.1(20.1) 36 標準タイプ

2.2 17.5 3 ③ 3 2.3 17.0 19.3(17.1) 9  

2.2 17.5 1
③ 1 2.3 17.0 19.3(17.1) 1  

⑨ 2 1.9 15.0 16.9(15.1) 2  

2.5 18.5 3 ⑥ 3 2.6 18.0 9  

2.5 18.5 1
⑥ 1 2.6 18.0 20.6(18.1) 1  

⑨ 2 1.9 15.0 16.9(15.1) 2  

1.8 15.5 2 ⑨ 3 1.9 15.0 16.9(15.1) 6  

合　計 22      66  

地
中

熱
交

換
井

深
度

　
1
5
5
0
0
～

2
0
5
0
0

1
5
0
0
0
～

2
0
0
0
0

融雪幅員　1800～3000

1700～2900

融雪幅員　1800～3000

1700～2900

1
1
0

見附市本所2丁目

見附駅周辺整備
（地中熱融雪施設新設その2）

2 2

20.6(18.1)

2
1
0

薄層カラー舗装（ベンガラ）　　　　　　　　　　

路　　盤：再生クラッシャーラン(RC-40)　　　　　　　　t=100mm

表　　層：高熱伝導コンクリート(熱伝導率1.8w/mk向上)　t=110mm


